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54,00010,80010,80010,80010,80010,800
年度

実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

51
11箇所

箇所 41
10

5
35

49
25年度実績9月末の実績25年度予定

事業活動の実績（活動指標）
24年度実績単位項目

カーブミラー設置、修繕
市道防護柵等設置工事

評価対象外事業
交通安全施設整備事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
住環境の整備と生活安全の確保〜はつらつ住みよいまちづくり〜
消防・防災・安全の確保

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

防災安全課

伊予市交通安全の保持に関する条例、道路法４２条
根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

新田 亮仙
所管課情報 担当課： 564

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 一般市民

宮崎 栄司

カーブミラー、防護柵等の設置・修繕要望箇所の精査を行い、重要度、危険度の高いものから設置・修繕を行
う。

交通危険箇所に係る調査を実施し、地域における危険箇所・改善策の情報入手に努める。

市の管理する道路における交通環境の改善、交通事故の防止、交通の円滑化

事業の目的

・市道防護柵等の設置・市道反射鏡の修繕、設置

事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
10,008
479
0

10,357
1,545
11,902 3,852

732
3,120 10,016

1,545
11,561

人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

0
0
0
0

11,902

0.06
7,999
0
479
0
0
0
0

10,487 11,561

0.19
8,135
0

1,545
0

0
0

0
3,852
0
0
0
0

732
0

8,135
0.090.19

8,135
0

1,545
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二次評価

二次評価
（所属部長）

課題認識

　地元からの要望に対して、事業の費用対効果に留意しつつ重要度や緊急度を勘案の上、実施箇所を採
択するように努める。　この事業は、交通安全対策特別交付金を財源にしているため、市道での施設整備
に限定されることを遵守する。

一次評価結果のとおり事業継続と判断する。

意見、課題

コスト効率 3
受益者負担の適正 4

B

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 4

有効性
事業の効果 3

B成果向上の可能性 3
施策への貢献度 4

効率性
手段の最適性 3

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

B

B

B
手段の最適性 3

コスト効率 4

成果向上の可能性 3
施策への貢献度 3

市の関与の妥当性 4
事業の効果 4

限られた予算のなかで最大の効果を発揮させるためには、設置要望のあるカーブミラーやガードレール
の現場の状況を踏まえて、重要度及び緊急度の高いものから設置・修繕を行う必要がある。また、カーブ
ミラーやガードレールなど既存交通安全施設の適切な維持・管理を行い、施設の長寿命化を図る必要が
ある。

自己評価
4目的の妥当性

市民ニーズへの対応 3

成果指標

指標設定の
考え方

安全な交通網の構築という観点から、交通安全施設の設置数を成果指標とする。

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度 目標27年度
54545454

受益者負担の適正 4

005162

成果指標
交通安全施設設置箇所数（修繕含む）
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

現状のまま継続する。


